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昭和シェル社友会 四日市支部

昭和シェル社友会 （敬称略）

　　  　◎支部会員数　　　　　  272名  （8月1日現在）　
  

開催日　：　2025年6月12日（水） 　       ◎新 入 会 者 なし　
会　 場　：　ホテルグランドヒル市ヶ谷　東館

　　　東京都新宿区市谷本村町4-1   　　　◎お 悔 や み　（2025年5月6日以降の連絡）
　　講演の部　3F「翡翠」　 11：00～12：00 川村　一義  4月25日  　（86歳）
　　懇親の部　2F「白樺」　 12：30～14：30 野田　眞輔                  5月12日  　（88歳）

出席者　：　93名（内女性８名） 奥山　義弘  ７月30日    （91歳）
　　・ 四日市支部からの参加者 4名 （敬称略）

伊藤（禎）・我山・松並・溝川
　　・ 来賓 … 出光興産（株） 平野 副社長 や合成燃料の製造。さらに、

以下　2名 「利用済みプラスチックリサイク
ル」と「全個体電池」の開発に

　今回の大会は、「講演の部」と「懇親の部」の二部構成 挑戦していることをわかり易く
で開かれ、コロナ禍以降では最多の参加者となりました。 話していただきました。特に
　午前中の「講演の部」は、出光興産（株）平野敦彦代 印象に残ったのは、製油所
表取締役副社長に「会社の経営現況について」講演頂 の計画外停止をなくし、稼働
きました。冒頭に、1985年に合併直後の昭和シエル石 率を上げるに必要な投資は実
油（株）へ入社後、石油開発部門、販売、ソーラー、 施していくとのお話しでした。
LPG・海外事業担当等、経歴を自己紹介をされました。 　講演の部が終わり小休止
　その後、出光グループでCNX（カーボンニュートラル） の後、会場を変えて「懇親の
社会の実現に向けて動き出していることを中心に講演さ 部」となりました。1年間の物故者への黙祷の後、市川社

 れました。「SAF（持続 友会会長の挨拶に続いて来賓の出光興産（株）人事部
 可能な航空燃料）」は、 労務・厚生担当部長鈴木弾殿の挨拶を頂きました。
 千葉と徳山事業所で製 宴は伊場北海道支部長の乾杯の挨拶・発声で賑やかに
 造実証を進めているこ 始まりました。グラス片手にテーブル巡りをして、久し振り
 と。炭素を含まない燃 に会う知己との再会と近況を確認する人、現役時代の思
 料「アンモニア」 のサプ い出話に花を咲かせる人等々、笑顔の溢れる和やかな
 ライチェーンの構築。再 懇親会となりました。
 生可能エネルギー由来 　盛り上がった中、金井中部支部長の中締めの発声で
 の水素と二酸化炭素を お開きとなり、名残を惜しみながら次回での再会を楽し
 合成して「e-メタノール」 みにして会場を後にしました。

　多くの方々のご参加をお願いいたします。詳細は、「支部だより」やE-メール等でその都度お知らせいたします。

（１）夏季懇親会　　　　　　  　  9月  6日 (土) 　12：00～14：00  
会場　：　プラトンホテル四日市　2F 「パールルーム」　
会費　：　６，２００円/人
特別参加　：　社友会本部より２名　市川善之会長・雨宮敏文幹事

　　※至急　 参加ご希望の方は支部幹事にご連絡を‼

（２）秋の日帰りバス旅行  実施の可否を検討中
（３）ハイキング会 (秋)     11月 8日（土）　コース未定
（４）忘年会　　　　　　　　　  12月 6日（土）　 会場　：　プラトンホテル四日市（予定）　詳細は検討中
 (５) 社会貢献活動 ・ REI募金  旅行会、夏季懇親会、忘年会時に実施予定
（６）[四日市支部だより」の発行 年4回予定  (2月、5月、8月、11月)
（７）支部ホームページの更新 各月の初～中旬、アドレスは支部だより題字下欄に記載。
（８）幹事会の開催 : 年9回(原則、毎月第3木曜日、3月は21日金曜日、休会は2月、6月、8月)
  （ ９ ）  同好会　 ◎ゴルフ部　…　中部支部との交流コンペ  9月24日（水） 三重CC  /  同好会コンペ　10月（計画中）

 ◎ウォーキング部　…　原則毎月第2土曜日

支部ホームページ ： http://www4.cty-net.ne.jp/~y-shayki/index.html

会　員　の　動　き

第37回 全国大会 開催

２０２５年度　　今　後　の　支　部　活　動　計　画

懇親会風景

満面の笑顔で
左から：市川社友会会長
松並さん・伊藤（禎）さん

（記：溝川）

四 日 市 支 部 だ よ り
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　支部会員の「打田 守」さんが鈴鹿市消防団井田川分
団員として多年消防業務に献身し、消防力の強化と活
動の推進に寄与したことで、2025年4月29日付けで天
皇陛下より「藍綬褒章」を授与されました。
　社友会会員一同でお祝い申し上げます。
　打田さんは、1975年4月に入社されHYDECとLODIC
で勤務され、2019年に退職されました。
　消防団へは、団員の活躍する姿に憧れて1988年4月
に入団し、ここまで37年間活動してきて、2018年4月から
は井田川分団員16名を統率する分団長の重責を担っておられます。
　会社の勤務と消防分団活動の両立は大変なこともあったが、会社の勤務は交替勤務だったこともあり、比較的に
時間配分ができたとのこと。時には消防出動と勤務が重なってしまったこともあったが、会社に連絡して有給休暇を
取得させてもらった。このために年休の日数は普段からできるだけ貯めておくようにしていた。

　井田川分団では、鈴鹿市の公設消防と協力し災害活動に従事するほか地域の防
火・防災リーダーとして地域に密着した活動をしています。特に井田川地区は鈴鹿
川と支流の安楽川や他の小河川の合流点に当たるため、分団には消防車に加えて
水防用のボートも配備されているとのこと。
　今後の目標は、新団員の入団を進めることと後輩団員の育成に努めていくとのこと
でした。
　「藍綬褒章」の「伝達式」は、2025年5月28日（水）に東京・霞が関の中央総合庁舎
2号館の総務省で行われました。ここに打田さんは奥様とともに列席され、富樫総務
副大臣から章記および褒章が授与されました。「伝達式」後は、皇居宮殿の長和殿
（一般参賀の際、天皇陛下がお出ましになるバルコニーのある建物）の「春秋の間」
で天皇陛下に拝謁されました。
　伝達式行事終了後は、ご夫婦で東京観光をされたそうです。
　重ねてお祝い申し上げるとともに、さらなる今後のご活躍をお祈り申し上げます。　

１．開催日：　2025年5月27日（火） 
2． コース ： 名四カントリークラブ
3．参加者 ： 7名　右の写真下参照

　恒例のOB会コンペが開催され、久しぶりの参加の方も含め
半年ぶりの再会で話が弾む中、体調不良で急な欠場の方も
あり7名2組で元気にスタートしました。
　天候にも恵まれ、一日楽しくプレーを楽しみ全員が無事に
ホールアウトすることができました。  左から ： 𠮷田、堀（清）、田中（昭）、高崎、

　プレー後は、ゴルフ場自慢の天然温泉で疲れを癒し、その (敬称略)  早川、北原、澤田、堀（龍）

後パーティー、表彰式が行われました。
　最近は参加者が少なくなってきていることから、参加いただいた皆さんに心当たりの方へのお声がけをお願いし、
次回の再会を約束し解散となりました。

★ 成  績（ダブルペリア）     優勝 ：　高崎 ２位 ： 澤田 　３位 ：  堀（清）

事務局連絡先　：　市川　義行　副支部長（事務局担当） 伊藤　禎規　幹事（事務局副担当）
📱090-1784-6723
e-mail　　sary@ztv.ne.jp

☎059-370-0705　📱090-2614-1826
e-mail　　qw5y-ickw@asahi-net.or.jp

第５２回

同好会だより

  令和７年春の褒章

打田守さん「藍綬褒章」を受章

支部事務局の開局日 (塩浜クラブ3階)　：　原則として第１・第３ 木曜日に開局　お気軽に立ち寄り下さい。

（左）： 褒章 　　（右）：　章記

ゴ ル フ 部

（ホームページ掲載の吉田さんの原文から）連絡先 ：吉田　仁　さん  ℡059-255-0100

OB会 春のゴルフコンペを開催
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